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スポーツ工学(Sports Engineering (MNG-38850J3) )

新井博文,柳等

桝井文人,中里浩介

山本憲志

学部3年次 2単位

講義選択II なし 後期

スポーツ栄養 スポーツパフォーマンス トレーニング アルペンスキー カーリング 情報科学

授業の概要

・スポーツで最大限の能力を発揮したり怪我を予防するための栄養摂取方法について学ぶ。

・スポーツパフォーマンス向上、トレーニング、カーリング、アルペンスキーについて工学的な側面から

アプローチし、理解を深める。

達成目標

・アスリートに必要な栄養摂取法について理解する。

・骨格筋の収縮メカニズム、各種トレーニング法、休息方法を理解する。

・アルペンスキーおよびカーリングにおける工学の役割を理解する。

第１回：スポーツに必要な栄養素、アスリートのエネルギー代謝

第２回：スポーツと栄養（糖質、脂質の役割り）

第３回：スポーツと栄養（タンパク質、ビタミン、ミネラルの役割）

第４回：スポーツパフォーマンスとエアロビックパワー

第５回：スポーツパフォーマンスとアネロビックパワー

第６回：スポーツパフォーマンス向上のための各種トレーニング

第７回：アルペンスキーの競技特性とパフォーマンス

第８回：アルペンスキーのトレーニング

第９回：アルペンスキーとスポーツ工学

第１０回：カーリングのトレーニング＜フィジカルトレーニング＞

第１１回：カーリングのトレーニング＜メンタルトレーニング＞

第１２回：カーリングのゲーム

第１３回：情報科学とカーリング

第１４回：カーリング戦術支援I

第１５回：カーリング戦術支援II

講義および演習形式

必要に応じてプリントを配布する。

スポーツ栄養学（寺田新／2017／東京大学出版会）

基礎栄養学（田地陽一／2020第4版／羊土社）

レポートによって評価する。

評点（100点満点）の60点以上を合格とする。

専門用語の意味を調べて理解しておく。

特になし

食品栄養生理学
ー

バイオ食品工学コース 2(GF)-C

地域マネジメント工学コース 2(M)-A、2(M)-C

新井博文（10号館2階 食品栄養化学研究室）

e-mail:araihrfm@mail.kitami-it.ac.jp

オフィスアワー：随時

質問はe-mailで随時受け付けます。


